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９月１５日一 敬老の日

国
民
み
ん
な
で

と
し
よ
り
を
敬
愛
し
よ
う

九
月
十
五
日

…
…
そ
れ
は
こ

れ
ま
で
「
老
人

の
日
」
と
し
て

老
人
福
祉
関
係

の
人
た
ち
に
親

し
ま
れ
て
き
た

が
、
去
る
六
月

二
十
五
日
法
律
池
八
六
号
に
よ
っ

て
国
民
の
祝
日
と
な
り
、
そ

の
名

も
「
敬
老
の
日
」
と
改
め
ら
れ
た

。
こ
れ

に
よ
り
老
人
の
福
祉

に
対

す
る
国
民
の
関
心
は
、
一
段

と
高

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多

年
に

わ
た
り
社
会

に
貢
献

し
て
き

た
老

人
を
、
国
民
こ
ぞ
っ
て
敬
愛

し
、

長

寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
国
民
の

老
人

の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と

理

解
を
高
め
、
老
人
も
ま
た
自
ら

心
身
の
健
康
を
保
持
し
、
老
人

が

自
ら
の
生
活
の
向
上
に
努
め
る
意

欲

を
高

め
、
知
識
と
経
験
を
社
会

に
役
立
た
せ
る
よ
う
に
努
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

県
で
は
、
例
に
ょ
り
八
十

八
才

以
上
の
高
令
者
に
敬
老
年
金
（
三

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
）
を
贈
っ
て

永
年
の
労

に
む
く
え
、
わ
が
国
見
町
で
も
八

十
才
以
上

の
方

々
に
町
長
よ
り

お
祝
い
を
贈
っ

た
。ま

た
、
こ

れ

ま
で
中
央
で
行

な
っ
た
敬
老
会

を
各
地
区

毎
に

婦
人
会
の
協

力

を
得
て
実
施
す

る
こ
と
に
し
た

の
で
さ
し
当
り

「
敬
老
の
日
」

に
は
小
坂
、
藤

田
の
両
地
区

で

実
施
し
そ
の
他

の
地
区
・も
追
っ

て
開
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い

る
Ｑ

【写　 真】

上
　

佐
藤
兵
助
さ
ん

左
　
八
島
喜
一
さ
ん
夫
婦

八
十
八
才
以
上
の
長
命
者

○
印
は
新
し
い
該
当
者

氏
　
　
　

名
　
　

生
年
月
日
　
　

住
　

所

小
林
　

タ
ミ
　

明
石
・

７
石
　

山
　

崎

宮
沢
　

マ
ツ
　

同
（
・
Ξ
・
三
　

藤
　

田

市
川
　

ナ
ジ
　

同
（
・

五・
こ
四
　

石
母
田

佐
々
木
ワ
キ
　

同

九・
三
・
三
　

仝

斎

藤
　

ト
メ
　

同
石
二

予

ミ
　

仝

佐

藤
　

ユ
キ
　

同

九
こ
一
ニ

ー
　
高
　

城

忍
　
　

コ
ク
　

同
乙
・
（
・
こ
　

大
木
戸

小
林
　

イ
シ
　

同

七・
Ξ
・

五
　

西

大
枝

鈴
木
　

シ
ソ
　

同

九・
五
こ
ミ
　

仝

○
八
島
　

喜
「
　

同
こ
・
ミ・

九
　

山
　

崎

○
佐
藤
　

兵
助
　

同
こ
・

七・
一
　

泉
　

田

○

宍
戸
　

シ
モ
　

同
乙
・
三
・
天
　

徳
　

江

○
松
浦
テ
ル

ヨ
　

同
一
７

五
こ
Ｅ
　

西

大
枝

…
八
十
才
以
上
の
長
命
者
・：

○
藤
田
　

男
一
〇
、
女

ヱ
（

計
二
六

斎
藤
政
之
助
、
小
林

タ
ミ
、
奥

山
カ
ヤ
、
東

海
林
忠
次
郎
、
榊

よ
ち
、
佐
藤
粂
次
郎
、
斎
藤
源

次
郎
、
本
田

セ
ツ
、
山
崎
キ
ョ

ノ
、
阿
部
喜
平
、
阿
部
（

ツ
、

大
村
ヱ
ナ
イ
、
鈴
木
ス
イ
、
阿

部
ヨ

シ
ノ
、

徳
江

源
助

、
徳
江

ホ
ノ
、
阿
部

チ
カ
、
大
和
田
幾

三

、
佐
久
間

喜
一
、

宮
沢

マ
ツ

伊

勢
セ
ジ
、
宍
戸

ま
ん
、
仲
田

し
も

、
秋
月

あ
き
、
武
田
荘
八

佐
藤

善
三

郎

○
石
母
田
　

男
二
、
女
一
〇

計

匸

一

後
藤
ア

キ
、
阿
部
（

グ
、
斎

藤

う
ら
、
市
川
ナ
ジ
、
佐
藤

ヱ
ナ

宍
戸

ツ
イ
、
宍
戸
チ
カ
、
宍
戸

喜
太
郎
、
松
浦
弥
市
、
佐
々
木

ワ

キ
、
斎
藤
ト
メ
、
斎
藤

フ
ク

○
山
崎
　

男
五
、
女
四
　

計
九

村
上
ヒ

ロ
、
八
島
喜
一
、
高
橋

喜
蔵
、
浅
野
善
蔵
、
八
島
林
次

郎
、
八
島
キ
チ
、
浅
野
（

ル
、

稲
村
専
吉
、
吉
田

ヨ
ネ

○
小
坂
　

男
二
、
女
○
　

計
二

佐
藤
忠
一
、
佐
藤
彦

吉

○
泉
田
　

男
三
、
女
四
　

計
七

横
山
喜
蔵
、
紺
野
広
三
郎
、
宮

崎
ト
リ
、
佐
藤

サ
ツ
、
安
藤
フ

サ
、
佐
藤
兵
助
、
阿
部
イ
チ

○
鳥
取
　

男
二
、
女
三
　

計
五

高
橋
忠
次
郎
、
高
橋
ヅ
ソ
、
瀬

戸
安
一
郎
、
後
藤

ミ
ョ
、
遠
藤

テ

ツ

○
内
谷
　

男

六
、
女
○
　

計
六

鴨
田
清
七
、
熊
坂
善
兵
エ
、
菅

野
喜
助
、
菅
野
広
三
郎
、
安
藤

庄
吉
、
古
内
初
太
郎

Ｏ

森
山
　

男

一
、
女
九
　

計
一（
‥

谷
津
ユ
ソ
、
佐
久
間
ユ
キ
、
宍

戸

サ
ト
、
佐
久
間
惣
次
郎
、
佐

藤
ナ
チ
、
佐
藤
ナ
カ
、
小

幡
く

ら
、
佐
藤

チ
ウ
、
佐
藤
（

ツ
、

佐
藤
シ
モ

○
徳
江
　

男
一
、
女
九
　

計
一
〇

斎
藤
サ
ソ
、
八
巻
（

‘ツ
イ
、
斎

藤
ミ
子
、
八
巻

キ
ヨ
、
後
藤
（

ル
、
宍
戸

シ
モ
、
後
藤
カ
ネ
、

大
波
ヱ
キ
、
徳
江
ト
ミ
、
蓬
田

重

吉

○
塚
野
目
　

男
○
、
女
三
　

計
三

菊

地
サ
ソ
、
菊
地
フ

ヨ
、
佐
藤

タ
キ

○
貝
田
　

男
三
、
女
二
　

計
五

佐
藤
宇
吉
、
阿
部
（

ナ
、
高

橋

清
兵
衛
、
佐
藤
浹
太
郎
、
谷
津

キ
ク

○
光
明
寺
　

男
三
、
女
三
　

計

六

遠
藤
文
吉
、
星
野
カ
メ
、
桜
沢

ク
ニ
、
遠
藤
政
治
、
遠
藤

ナ
チ

畑
中
久
兵
衛

○
高
城
　

巾
三
、
女
二
　

計
五

佐
藤

セ
キ
、
佐
藤
ユ
キ
、
後
藤

今
朝
太
郎
、
長
谷
川
市
寿
、
八

島
儀
右

工
門

○
大
木
戸
　

男
二
、
女
一
　

計
三

阿
部
長
治
、
阿
部
庄
平

、忍
コ

ク

○
西
大
枝
　

男
三
、
女
一
〇

計
一
三

小
林
イ

シ
、
鈴
木
ッ

’
、
松
浦

テ
ル

ヨ
、
新
井
（

ツ
、
鈴
木

シ

ソ
、
菊
地
ナ
ヲ

、
佐
藤
ッ
ル
、

佐
藤
幸
七
、
菊

地
ッ
子
、
瀬
戸

セ
ッ
、
井
砂
周
蔵
、
佐
藤
弥
太

郎
、
佐
藤
ア
キ

○
川
内
　

男
二
、
女
二
　

計
四

後
瘧
せ
っ
、
鈴
木
清
吉
、
鈴
木

留
右
工
門
、
佐
久
間
サ
イ

こ
れ
を
方
部
別

に
整
理
し
て
み
る

と
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

地
区

名
　
　

男
　

女
　
　

計

藤
　

田
　

一
七

三
一
　
　
四
八

小
　

坂
　

コ
ニ
　

七
　

二
〇

森
江
野
　
　

ニ

ニ

ー
　
　
ニ
三

大
木
戸
　

一
一
　
　
八
　
　
一
九

大
　

技
　
　

五
　
匸
一
　
　
一
七

計
　

四
八

七
八

匸
一
六

郡内一の体育舘 きまる

県
北
中
学
校
に
体
育
館

が
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
の
講
堂

は
一
町
二
か
村
の
組
合

立
と
し
て

発
足
当
初
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

規
模
も
小
さ
く
、
体
育
館

と
し
て

の
施
設
は
殆
ど
な
く
、
そ
の
後
学

校
統
合
に
よ
っ
て
生
徒
数
も
増
加

し
た
の
で
淅
二

体
育
舘
の
建
設

が

叫
ば
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
ん

ど
計
画

さ
れ
て
い
る
も
の
は

タ
テ

四
〇

メ
ー
ト
ル
（
二
二
間
）

ヨ
コ

ニ
ニ

メ
ー
ト
ル
（

匸
一
間
）
で
面

積
八
七
五
平
方

メ
ー
ト
ル
（
二
六

五
坪

）
お
そ
ら
く
伊
達
管
内
小

中

学
校
体
育
館
と
し
て
は
分
一
級
の

も
の
と

い
わ
れ

る
だ
ろ
う
。
去
る

十
日
入
札
の
結
果
、
仙
合
市
玉

田

工
務
店

が

Ｉ
、
八
四
七
万
で
請
負

う
こ

と
に
な
り
、
明
年
二
月
十
［
口

ま
で

に
完
成
す

る
。

が
ん
ば
れ
農
村
建
設
班
み
・

青

年

研

修

所

で

開

班

式

新
し
い
農
村
の
後
継
者
、
新
し

い
町
づ
く
り
に
挺

身
し

よ
う
と
す

る
た
く
ま
し
い
若
人
を
養
成
す
る

た
め
、
三
年
前

か
ら
実
施
し
て
き

た
農
村
建
設
班
も
、
父
兄
や
町
当

局
の
期
待

に
そ
む
か
ず
、
年
々
そ

の
実

績
を
示
し
て
き
た
。
昨
年
は

呼

び
か
け

が
お
く
れ
た
た
め
多
く

の
青
年

が
出
稼
ぎ
な
ど
に
出
て
。募

集
に
手
間

ど
り
、
発
足

が
お
く
れ

た
が
、
今
年
は
年
度
初
め
か
ら
計

画
を
進
め
、
青
年
も
ま
た
進

ん
で

こ
れ
に
参
加
し
た
た
め
、
募
集
開

始
と
同
時
に
申
込
み

が
殺
到
し
、

当
局
を
び
っ
く
り
さ
せ
た
。
今
年

度
の
申
込
者

は
次
の
と
お
り
で
、

町
で
は
去
る
五
日
午
前
九
時
よ
り

青

年

研

修

所
で
開
班
式
を
挙
げ

た
。な

お
こ
れ
ま
で
毎
年
名
補
導
員

と
し
て
班
員
の
指
導
に
当
っ
て
こ

ら
れ
た
五
十
嵐
衛
さ
ん
は
家
庭
の

つ
ご
う
に
よ
っ
て
辞
任

し
、
後
任

と
し
て
共
済
組
合
職
員
の
石

田
十

四
夫

さ
ん
が
任
命
さ
れ
た
。

記

朽
木
　
勝
之
　
1
8
　小
坂

黒
田
　
勝
夫
　
1
9
　泉
田

菅
野
　
光
良
　
1
8
　内
谷

赤
坂
　
　
斉
　
1
9
　な

中
野
　
忠
一
　
1
8
　藤
田

八
島
　
　
毅
　
1
8
　り

佐
久
間
利
春
　
1
8
　森
山

村
上
　
正
勝
　
2
2
　徳
江

徳
江
　
吉
郎
　
１７
　
か

蓬
田
　
正
一
　
1
5
　ぴ

松
浦

新
一
　
1
9
　大
杰
尸

鈴
木
　

幸
一
　

１７
　

高
城

遠
藤
　

俊
勝
　

１７
　

光
明
寺

松
浦
　

金
光
　

１７
　

ぴ

三
浦
　
　

寛
　
1
8
　
光
明
寺

高
橋
　

一
吉
　
1
8
　
貝
田

関
根
　

一
郎
　

１６
　

高
城

小
林
　

憲
一
　
1
9
　
西
大
枝

井
砂
　

善
栄
　
2
0
　
な

木
村
　

正
義
　
1
9
　
川
内

鈴
木
　

文
夫
　
1
8
　
り

鈴
木
　

一
男
　
1
8
　
な

こ
の
と
き
が
あ
ぶ
座
い
み
・

居
眠
り
運
転
を
な
く
そ
う

こ
れ
か
ら
、
自
動
車
の
運
転
者

が
居
眠
り
運
転
を
し
て
、

セ
ソ

タ

ー
フ
イ
ソ
を
こ
え
、
反
対
が
わ
か

ら
く
る
車
と
正
面
衝
突
し
、
死
者

を
出

す
と
・
い
う
事
故
が
多
く
な
り

ま
す
。

昨
年

、
県
内
で
居
眠
り
運
転
に

よ
っ
て
起

き
た
事
故
は

Ｉ
〇
八
件

で

、
よ
っ
ぱ
ら
い
運
転
、
無
免
許

運
転
、

ス
ピ

ー
ド
違
反
な
ど
と
と

も

に
交
通
事
故
の
大
き
な
原
因

と

な
っ
て

い
ま
す
。

居
眠
り
運
転
の
場
合
、
事
故
の

現
場
に
は
ほ
と
ん
ど
ブ
レ
ー
キ
を

踏

ん
だ
跡
が
な
く
、
安
全
地
帯
、

家
屋
、
氈
車
中
の
車
に
正
面
衝
突

、
通
行
中
の
人
を
は
ね
と
ば
す
な

ど
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
居
眠
り
は
、

な
ん
と

い
っ

て
も
疲
労
が
原
因

と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
つ
ね
に
自
分
の
か
ら
だ

を
最
上
の
コ

ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
保

っ
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ｅ

長
時
間
の
運
転

は
、
居
眠
り
を

誘
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
必
ら

ず
じ
ゆ
う
ぶ
ん
な
休
養
を
と
っ

て
、
気
分
を
転
換
す
る
よ
う
に

し
ま
す

。

ｅ

車
の
中
の
温
度
が
高
す
ぎ
る
と

居
眠
り
の
原

因
に
な
る
の
で
、

新
鮮
な
空
気
を
た
え
ず
入

れ
る

よ
う
に
心
が
け
ま
す
。

ｅ

ね
む
い
と
き
は
、
絶
対
に
運
転

を
し
な
い
で
一
時
停
車
し
て
休

み
ま
し
ょ
う
。

●
夜
間
の
運
転
や
悪
天
候
の
運
転

は
、
自
分
で
は
気
が
つ
か
な
い

う
ち
に
疲
労
が
重

な
り
、
居
眠

り
し
や
す
い
の
で
注

意
し
ま
し

Λ
こ
の
と
き
が
危
な

い
▽

―
普
通
の
表
情
が
な
く
な
り
、
色

が
悪
く
、
皮
慮
に
つ
や
が
な
く

な
っ
た
と
き
。

２

し
ょ
ぼ
し
ょ

ぼ
し

た
目
つ
き
に

な
り
、
ま
ぱ
た
き
が
ふ
え
、
ま

ぶ
た
が
ピ
ク
ピ

ク
す
る
と
き
。

３

あ
ご
が
で
て
、
背
な
か
が
丸
く

な
り
、
運
転
台
で
尻
を
モ
ジ
モ

ジ
さ
せ
、
生
あ
く
び
が
出
る
と

き
Ｏ

４
頭

が
ボ
ン
ヤ
リ
し
て
、
考
え

が

ま
と

ま
ら
ず
、
た
え
ず
イ
ラ
イ

ラ
し
て
、
最
後
に
な
に
も
や
る

気

が
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

５

動
作
が
鈍
く
、
不
器
用

に
な
り

外
の
し
げ
き
に
対
す
る
反
応
が

お
そ
く
、
不
正

確
に
な
っ
た
と

き

。

６
足
が
お
も
ぺ
、
か
ら

だ
の
力
が

ぬ
け
た
よ
う
な
と
き

。

【

訂
　

正

一

七
月
号
「
く

に
み
」
愀
一
面
「

一
人
の
こ
ら
ず
年
金

加
入
」
の

記
事
中
「
厚

生
年

金
保
険
や
各

種
の
共

済
組
合
な
ど
に
入
っ
て

い
る
人
や
そ
の
奥

さ
ん
は
こ
の

よ
う
な
年
金
で
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
か
ら
国
民
年
金
か
ら
は
ず

さ
れ
て
お
り

ま
す
。
」
の
つ
ぎ
に

左
の
文
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

（

た
だ
し
奥

さ
ん
は
希
望
に
よ

り
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
）

（

編

集

係

）

公
園
を
大
切
に
し
ま
し
よ
う

管

理

委

員

会

発

足

わ
が
国

見
町
の

シ
ン
ボ
ル
と
も

見
ら
れ
る
観
月
台
公
園
の
環
境
整

備
を
は
か
り
、
町
民
の
た
め
の
よ

り
よ
い
公
園

と
し
て
維
持
運
営
す

る
た
め
、
従
来
の
管
理
委
員
会
を

発

展
的

に
解
消
し
、
新
し
い
覬
構

の
も
と
に
新

た
な
公
園
管
理
委
員

会

が
発
足
し

た
。
こ
れ
は
町
内
の

部
落
会
長
、
商
工
会
長
、
土
地
改

良
区
理
事
長
、
藤
田
区
長
等
を
委

員
と
し
、
必
要
に
応
じ
随
時
会
長

が
こ
れ
を
招
集
し
、
目
的
達
成
の

た
め
必
要
な
事
業
を
行
な
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
さ
し
当
り
八
月

一
日
、
委
員
総
出
で
公
園
の
草
刈

な
ど
美
化
作
業
を
し
た

。

尚
役
員
次
の
と
お
り

。

会
　

長
　

奥
山
福
太
郎

副
会
長
　

佐

藤
　

健
蔵

ぴ
　
　
　

穗
苅
　

計
三

会
　

計
　

秦
　
　

作
蔵

委
　

員
　

大
勝
　

藤
繁

が
　
　
　

稲
村
彦
三
郎

か
　
　
　

熊
坂
　

幸
平

が
　
　
　

倉
田
　

真
吾

が
　
　
　

吉
田
　

勝
由

が
　
　
　

八
島
建
次
郎

幹
　

事
　

渡
部
　

直
人

○

有

線

放

送

電

話

完

成

お

め

で

と

う
・

敬

老

の

日

お

め

で

と

う
・

体

育

の

日

お

め

で

と

う

く
に
み



十
月
十
日
を
体
育
の
日
紅

第
1
3回
町
民
体
育
大
会
要
項
き
ま
る

去
る
六
月
二
十
五
日
法
律

愀
八

六
号
「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」

の

成
立
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
多

年
要
望
し
て
き
た
「
体
育
の
日
」

が
国
民
の
祝
日
に
加
え
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
法

汾
五
条
に
ょ
っ
て
、
毎
年
十
月
の

愀
一
土
曜
日
を
「

ス
ポ

ー
ツ
の
日
」

と
定
め
ら
れ
、
国
民
の
間
に
ひ
ろ

く
ス

ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
の
理
解
と

関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
積
極
的

に
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
意
欲
を
高
揚

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で

あ
る
が
、
こ
ん
ど
は
名
前
も
「
体

育
の
日
」
と
改
め
、
正

々
堂
々
旗

日
の
仲
間
入
り
し
た
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
同
時

に
設
け
ら

れ
た
「
敬
老
の
日
」
及
び
近
く
決

定
さ
れ
る
「
建
国
の
日
」
と
共
に

よ
く
そ
の
趣
旨
を
体
し
、
単
な
る

公
休
日
と
し
て
大
手

を
振

っ
て
休

め
る
日
と
す

る
こ
と
な

く
、
あ
ら

ゆ

る
地
域

お
よ
び
職
域
で
、
そ
れ

ぞ
れ

の
生
活

の
実
情

に
即
し
た
ス

ポ
ー
ツ
を
実
行
し
、
も

っ
て
自
分

の
心
身
の
健
全
な
発
達

と
明

る
く

豊
か
な
町
民
生
活

の
形

成
に
寄
与

し
た
い
も
の
で

あ
る
。

わ
が
国
見
町
で
は
町

村
合
併
と

共
に
実
行
し
て
来
た
恒
例
の
町
民

体
育

大
会
を
こ
の
日
に
行
な
う
こ

と
に
な
り
、

い
ま
準
備
中
で
あ
る

が
、
尚
各
地
区

、
部
落
、
団
体
職

場
な
ど
で

独
自
の
計
画
を
立
て
実

施
し
て
も
ら
い
た
い
。

予
定
種
目
（

都
合

に
よ
り
変
吏
す

る
こ

と
あ
り
Ｊ

④
個
人
競
技

〇
一
般
の
部

一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
（
女
）

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
（
男

）

お
し
ど
り
レ
ー
ス
（
男
女
）

Ｏ
青
年
団
、
青
年
学

級
の
部

借
り
も
の
レ
ー
ス

君
の
名
は

一
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル

０
婦
人
会
、
婦
人

学
級
、
農
協
婦

人
部

入
プ
ソ
レ

ー
ス

札
合
せ

鳩

ポ
″
ポ

○
白
ゆ
り
会

借
り
も
の
レ
ー
ス

○
農
青
巡

、
農
研
団

体
の
部

サ
ッ

ク
レ

ー
ス

○
消
防
団

一
〇
〇

メ
ー
ト
ル

○

交
通
安
全
会

ゆ
っ
く
り
い
そ
げ

○

軍
恩

連

び
ん
つ
り

Ｏ
Ｐ
Ｔ

Ａ

お
て
て

つ
な
い
で

○
老
人
ク
ラ
ブ

宝
ひ
ろ
い

○
議
会
、
教
委
、
部
落
長
、
来
賓

輪
ま
わ
し

○
役
員

輪

ま
わ
し

○

農
協

有
線
放
送

○
団
体
競
技

○

青
年

の
部

女
は
強
し

○
婦

人
の
部

ボ
ー
ル
送
り

交
通
安
全

み
ん
な
で
守
り

ま
し
よ
う

○
白
ゆ
り
会
、
議
会
対
抗

玉
入
れ

○
晨
青
連
、
農
研
団

体

俵
運

び

○
消
防
団
、
軍
恩
連

オ
バ
Ｑ

レ
ー
ス

○

交
通
安
全
会

．
交

通
安
全
標
語
つ
く
り

Ｏ

Ｐ
Ｔ

Ａ

綱
引
き

○
老
人
ク
ラ
ブ

玉

入
れ

○
農
協

共
同
選
果

Ｏ
演
技

豊
年
踊
り
（

全
員
）

フ
オ

ー
ク
ダ
ｙ

ス
（
青
年
）

東
京
花
笠
音
頭
　

（
婦
人
）

日
本

ば
や
し
　

（

が

）

明
治
前
夜
　
　

（

か

）

フ
ル
ー
ツ
音
頭
（

か

）

い
ざ
か
ま
く
ら
（
消
防
）

野
試
会
（
剣
友
会
）

肩
た
た
き
（

老
人
）

○
リ
レ
ー

ハ
〇
〇

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

（
青
年
）

一
六
〇
〇

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

（
消
防
）

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
（
職
場
女
）

一
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル（

職
場
男
）

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
（
部
落
）

読

書

グ
ル

ー

プ
講

座
：
㈹

本
と
マ
ス

ー
コ
ミ
と
の
違
い

前
々
号
で
は
、
マ
ス

ー
コ
ミ
に

は
い
ろ
い
ろ
な
特
性

が
あ
り
、
こ

れ
を
つ
ら
ぬ
く
根
本
的

な
「
本
性
」

と
し
て
「
全
く
一
方
的

だ
」

と
い

う
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
何
万
、

何
百
万
の
大
衆
に
向
っ
て
、
繰
り

返
え
し
呼
び
か
け
る
テ
レ

ビ
、
モ

れ
を
だ
ま
っ
て
聞
い
て
い
る
人
間

「

ウ
ソ
も
百
遐
」
　「
す
ぐ
は
や
る

」
　「

ク
セ
に
な

る
」
　「
同
じ
程
度

０
脳
み
そ
に
な

る
」
…
…
考
え
る

力
も
習
慣
も
な

い
人
間
、
同
じ
型

に
は
ま

っ
た
人
間

ば
か
り
が
世
の

中

に
で
き

る
…
…
考
え

る
と
そ
ら

恐

し
く
な
り

ま
す

。

本
も
ま
た
一
方

的
だ
と

い
う
点

で
は
ま
っ
た
く
同

じ
で
す
。
だ
が

次
の
よ
う
な
点
で
、
他
の

マ
ス

ー

コ
ミ
と
非
常
に
違
っ
て

い
ま
す
。

田
一
遍
か
ぎ
り
で
は
な
い

傾

自
分
の

ス
ピ

ー
ド
で
読

め
る

倒

自
分

の
勝
手
な
想
像
が
で
き
る

㈲
時
間

に
制
約
さ
れ
な
い

㈲
特
定
な
機
械
も
い
ら
な
い

即

自
分
な
り
に
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
　

。ｊ

’

少
し
説
明
を
牡

兄
ま
し
よ
う
。

田テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
、
全
く
一

遍
こ
っ
き
り
で
、

も
う
一
度
見
た

い
と
か
聞
き
た
い
と
か
願

っ
て
も

再
び
同
じ
も
の
は
現
わ
れ
て
こ
な

い
。
そ
の
か
お
り
、
放
送
局
が
準

備
し
た
も
の
だ
け

は
、
二
度
で
も

三
度
で
も
現
わ
れ
ま
す

。

本
は
、
自
分
が
読
ん
だ
も
の
で

あ
る
か
ぎ
り
、
再

び
自
ら
欲
す

る

場
所
を
開
い
て
そ
れ
を
見

る
こ
と

が
で
き

ま
す
。

②テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
、
聴

視
者

の
能
力
を
無
視
し
て
、
勝
手

な
ス

ピ
ー
ド
で
ど
ん
ど

ん
過
ぎ
去
っ
て

い
き
ま
す
。

し
か
し
、
本

は
つ
ね
に
自
分
の
’

ス
ピ

ー
ド
で
読

む
こ
と
が
で
き
ま

す
。圓テ

レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
は
、
特
定
の

人
の
声
や
姿
が
現

わ
れ

、
ま
た
特

定

の
景
色
が
現
わ
わ
て

ま
い
り
ま

陟

。
つ
ま
り
、
聴
視
者
の
勝
手
な

想
像
を
許
さ
な
い
わ
け
で

す
。

と
こ
ろ
が
、
本
は
、
読
者
の
想

像
を
最
大
限
に
許
し
ま
す
。

㈲テ

レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
は
、
与
え
ら

れ

た
時
間
以
外
に
は
聴
視
す
る
こ

と

が
で
き

ま
せ

ん
。

と
こ

ろ
が
、
本

は
、
読
者
自
身

が
決

め
た
時
間
に
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
は
、
特
定
の

機

械
を
必
要

と
し

ま
す
。

本
は
、
肉
眼
が
あ
れ
ば
よ
ろ
し

い
の
で
す
。

㈲テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
、
ト
ビ
ト

ビ
の
絵
や
話

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

ド
ラ
マ
や
も
の
が
た
り
を
構
成
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
断

片

的
な
絵
や
話
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る

能
力
が
な
い
と
、
全
体
と
し
て
の

意
味
が
つ
か
め
ま
せ

ん
。
こ
こ

ろ

み
に
外
国

映
画
を
見
て

ご
ら
ん
な

さ
い
。
部
分
的
に
は
、
あ
そ
こ

が

よ
か

っ
た
、
こ
こ

が
よ
か
っ
た
と

い
う
ふ
う
に
わ
か
り

ま
す
が
、
な

か
な
か
全
体
を
つ
か
み
と
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
木
は
、
た
と
い
ト

ビ
ト
ビ
の
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
、

前
に
も
ど
っ
て
、
不
明
な
点
を
明

ら
か
に
し
、
自
分
で
全
体
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

む
す
び
と
し
て

、

田
一
人
一
人

が
孤

立
す

る
こ
と
を

避
け
て
、
何
ら

か
の
形
で
仲
間

を
求
め
、
仲
間

と
話
し
合
い
を

す

る
共
通
の
広
場
を
も
ち

た
い

閇
話

し
合
い
の
材
料
と
し
て

は
、

身
辺

に
も
、
ま
た
遠
い
と
こ
ろ

に
も
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
本

が
一
番
適
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

マ
ス

’
コ
ミ
の
中
で

自
分
を
見
失

わ
な
い
た
め
に
、
自

己

の
主
体
性
を
確
立
す
る
た
め
に

読
書
グ
ル
ー
プ
ほ
ど
恰
好
な
も
の

は
な
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

（
以
下

次
号
）

平 泉 を 訪 ね る
(第９ 回 史 跡 を 訪 ね る 会)

【写 真】 讃 衡 蔵 前 で

午
前
五

時
四
十
四
分
発

と
は
い

さ
さ
か
重
労
働

の
感
じ
、
け
れ
共

最
少
の
経
費

で
最

大
の
効
果

を
挙

げ
る
為

止
む
を
な
い
。
駅
に
集
っ

た
面
々
少
年
の
如
く
、
心
は
遠
く

平
泉
へ
先
行
し
て
諄
々
し
て
い
る

今
回
は
舘
長
さ
ん
指
渾
の
も
と

に
両
先
輩

と
、
そ
れ
に
旗
持
で
平

泉
通
の
三
品
先
生
な
ど
レ
ギ
ュ
ラ

ー
の
ほ
か
に
佐
藤
久
吉
氏
や
蓬
田

先
生
の
ご
参
加
を
頂
い
た
。

出
発
、
仙
台
迄
は
日
曜
と
あ
っ

て
長
い
通
勤
列
車
も

ガ
ラ
あ
き
、

雲
低
く
た
れ
込
め
て
静
か
な
朝
を

車
は
一
路
平
泉
へ
。
仙
台
で
「
く

り
こ
ま
」

に
乗
り
換
え
一
の
関
へ

、
旅
は
急
行
ダ
ナ
と
誰
か
が
洩
ら

す
、
「
あ
Ｘ
松
島
や
」

も
束
の
間

、
九
時
四
分
に
ば

一
の
関
着

。
駅

前
に
岩
手
県
兩
。バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

あ
り
、
中

尊
寺
行
に
乗
る
。
約
三

十
分
で
山

門
前
の
終
点
着
。

先

づ
弁
慶
の
墓
に
詣
で

る
。
「

ナ
ン
ダ
新
し
い
ナ
」
と
碑

の
裏
を

見
て
昭
和
四
十
一
年
五
月
痙

に
重

ね
て

オ
ヤ
オ
ヤ
。
月
見
坂
、
こ
の

辺

か
ら

の
杉
並
木
は
藤
原

否
義
経

を
思
わ
せ

る
に
充
分
。
弁
慶
堂
で

判

官
主
従

の
甲
胄
姿
を
見
る
。
こ

の
堂
は
小

さ
い
が
な
か
な
か
バ
ラ

エ
テ
ィ

ー
に
富
む
国
宝
ク
ラ
ス
の

文
化
財
で

ぎ
っ
’し
り
。

東
物
見

か
ら
朿
稲
山
（

た
ば
し

ね
）
と
北
上
川
の
眺
め
何
と
も
い

え
ぬ
。
峰

の
薬
師
堂
の
前
に
石

の

宝
形

五
輪
塔
あ
り
、
日
本
最
古
の

貴
単
品
。
鐘
楼
も
高
野
山
の
武
将

が
献
じ
た
と
い
い
土
盛
り
し
た
平

屋
建
で
変

っ
た
感
じ
を
受
け
た
。

讃
衡
蔵

と
は
良
く
つ
け
た
も
の

。
コ
ン
ク
リ

ー
ト
建
の
最

近
の
造

り
、
藤
原
清
衡
、
基
衡
、
秀
衡
三

氏

の
ミ
イ
ラ
の
入
っ
た
金
泥
を
塗

っ
た
棺

や
棺
内
に
あ
っ
た
枕
、
着

物
、
珠

な
ど
金
色
堂
修
理
中
の
た

め
内
陣

の
仏
像
が
金
色
燦
然
目
も

く
ら
む
程
で
あ

る
。
そ
の
内
容
唯

々
驚
く
ば
か
り

の
国
宝
と
重
文
、

一
日
二

日
で
は
長
つ
く
せ
な
い
思

い
。
こ
の
前
来

た
時
と
全
然
違
う

気
持
で
見
る
事
が
出
来
た
。

次
は
愈
々
な
つ
か
し
の
金
色
堂

、
今
は
修
理
中
の
為

＝
ソ
ク
リ
ー

ト
の
俔
堂（

サ
ヤ
堂
）
だ
け
が
出
来

上
っ
て
い
る
。「

さ
み
だ
れ
の
ふ
り

残
し
て
や
光
堂
」
の
芭
蕉
の
句
も

ト
タ
ン
囲
い
の
建
築
小
屋
の
蔭

に

か
く
れ
て
い
る
。
経
蔵
は
金
色
堂

と
共
に

Ｉ
．度
も
火
事
に
遭
わ
ぬ
重

文
で
内

容
も
国
宝
が
ず
ら
り
。
金

色
堂
の
古
い
覆
堂
が
今
そ
の
脇
に

移
し
て
あ
り
、‘
中
に
五
分
の
一
の

金
色
堂
模
型
が
ピ

カ
ピ
カ
置

か
れ

て
い
る
。
懐
古
館
か
ら
北
に
入
り
、

か
や
葺

の
能
楽
堂
を
見
て
県
営
閑

山
亭
で
昼
食
、
衣
川

の
古
戦
場
か

ら
朿
稲
山
ま
で
一
望
出
来
る
西
物

見
の
場
所

に
八
百
年
前
と
不
鈎
合

な
建
物
を
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。

人
金
堂
跡
の
発
堀
調
査
を
右
に

帰

路
に
つ
’く
。

判
官
館
を
左
に
途
歩
で
平
泉
中

運
動
会
の
横

を
通
り
毛
越
寺
（

も

う

つ
う
じ
）
に
出

る
。
こ
こ
は
特

別
史
跡
と
特
別
名
勝
の
二
言
の
国

宝

指
定
地
、
四
万
坪
の
広
大
な
敷

地
は
殆

ん
ど
が
礎
石
を
見
る
処
「

夏
草
や
つ

わ
も
の
ど
も
が
夢
の
跡

」

の
通
り
、
唯
大

泉
ヶ
池
を
中
心

と

し
た
平
安
式
自

然
公
園
は
実
に

綺
麓
で
造

ら
な
い
姿
は
基
銜
公
八

百
五
十
年
前
の
姿
を
見

る
こ
と
が

出

来
る
。

文
治
五
年
閘
四
月
三
十
一
才
の

義

経
を
衣
川
で
殺

し
た
藤
原
搴
衙

が
頼
朝

を
お
こ
ら
せ
、
我
郷
土
阿

津
賀
志
山

に
頼
朝
の
軍
勢
三
十
万

を
迎
え
、
庶
兄
西
木
戸
太
郎
国

衙

を
総

大
将
と
し
て
二
重
堀
を
構
築

し
防
戦
し
た
が
、
鳥
取
越
の
迂
廻

奇
裝
に
よ
っ
て
破
れ

た
の
が
八
月

十
日
で
あ
り
、
泰
衡

は
九
月
三
日

に
殺

さ
れ
奥
州

は
平
定
し
た
と
あ

る
。
金
と
漆
と
馬

に
よ
る
藤
原
文

化
の
終
焉
が
今
か
ら

七
百
七
十
七

年
前

と
い
う
珍
ら
し
い
勘
定
で
も

あ
る
。
さ
て
大
休
憩

の
後
車
を
蝠

み
達
谷
窟
（
た
つ
こ
く
い
わ
や
）
に

至

り
義
経
の
テ
レ
ビ
赤

ぱ
ろ
の
住

ん
だ
？
洞
窟
を
見
て

在
泉
中
義
経

が
度
々
馬
を
詒
せ
た
厳
美
渓
に
行

く
。
十
六
才
の
遮
那
王
が
水
と
語

り
花
と
笑
っ
た
の
も
さ
こ
そ
と
思

う
。
重
畳
た
る
岩

盤
、
奇
岩
、
滝
淀

み
、
渓
谷
美
は
又
数

時
間
の
観
賞

価

値
が
あ
る
。
　
　
　

。

一
の
関
四
時
十
三

分
発
で
藤
田

駅
に
降
り
た
の
が
八
時
四
十
分
で

あ

っ
た
。
短
時
間
乍
ら
有
意
義
な

研
修
で
は
あ
っ
た
。
（
野
村
記
）

社 会 を 明 る く す る 話

第３話　看板だけの日本人

大
昔
の
よ
う
な
原

始
的

な
生
活

を
す
る
な
ら
別
で

す
が
、
現
代
の

よ
う
な
進
歩
し
た
分
業
の
社
会
で

は
、
と
て
も
人
間
ひ
と
り

だ
け
の

力
で
生
き
て
ゆ

く
こ

と
は
で
き

ま
せ
ん
。

か
り

に
生
き

て
ゆ
け

る
と
し

て

も
、
そ
れ
は

山
奥
の
仙
人
の

よ
う
な

生
活
で

、
お
い
し
い
物

を
食
べ
、
立
派

な
服
を
着
て
、

テ
レ
ビ
な
ど
の

娯
楽
を
楽
し
む

と
い
う
よ
う
な

文
化
的
な
豊
か

な
く
ら
し
は
と

う
・
て
い
望
め
な

い
で
し
ょ
う
。

こ

の
よ
う
に
、
私

た
ち
の
生
活

を
豊
か
に
す
る
に
は
、
ま
ず
、
そ

の
地
域
社

会
を
発
展

さ
せ

る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

道
路
を
よ
く
し
て
交
通
の
便
を
図

る
と
か
、
水
道
を
引

き
あ
る
い
は

病
院
を
建
て
て
み
ん
な
の
保
健
衛

生
を
図
る
と
か
、
工

場
を
誘
致
し

て
産
業
の
振
興
を
図
る
な
ど
、
地

域
社
会

と
し
て
の
問
題
が
た
く
さ

ん
あ
る
わ
け
で
す
。

こ

れ
ら
の
問
題
は
、
少
数
の
人

だ
け
の
力
で
は
な
ん
と
も
で
き

な

い
も
の
で
、
地
域
社
会
の
共
同

の

力
で
解
決
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

そ
う
し
て
、
こ
う
い
う
地
域
の
問

題
を
自
分
た
ち
で
考
え
、
外

部
の

人
の
指
図
を
受
け
な
い
で
、
自
分

た
ち
の
力
で
解
決
し
て
い
く
こ

と

が
地
方
自
治
と

い
わ
れ
る
も
の
で

あ
り

、
こ
の
地
域
社
会
と
し
て
市

町
村
や
県
が
あ
り
ま
す
。
市
町
村

や
県
の
政
治
は
、
そ
の
地
域
の
住

民
の
選
挙
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
代

表

者
を
通
じ
て
行
わ
れ

る
し
く
み

に
な

っ
て
い
ま
す
。
国

の
政
治
に

つ
い
て
も
同
様
で
、
国

全
体
と
し

て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
国
民
一
人
一
人

に
代
っ
て
代
表
者
の
国
会
議
員
に

処
理
し
て
も
ら
う
わ
け
で
す
。

と
こ

ろ
で
、「
政
治
」
な
ど
と
聞

く
と
全
く

私
た
ち
の
生
活
と
は
縁

と
お
い
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で

す
。「
政
治
な
ん
て

い
う
も
の
は
、

お
し
ら
の
よ
う
な
し
ろ
う
と
に
は

わ
か
り
っ
こ

な
い
。
そ

ん
な
も
の

は
政
治
家
に
ま
か
せ
て
お
け
ぱ
よ

い
ん
だ
。」
と
い
う
人

が
案
外
多
い

の
で
は
な
い
で

し
ょ

う
か
。

そ
し
て
、
選
挙

の
と
き

は
、
痛

く

も
か
ゆ
く
も
な
い
の
で
、

パ
チ

ｙ

コ
玉
で
も
は
じ
く
よ
う
に
、
何

に
も
考
え
な
い
で
投
票

す
る
。
甚

し
く
な
る
と
「
選
挙
は
な
る
よ
う

に
し
か
な
ら
ん
。
」
と
か
「
お
れ
一

人

く
ら
い
投
票
し
な
い
で

も
ど
う

と

い
う
こ
と
は
な
い
。」
な
ど
い
っ

て

投
票
し
な
い
人
も
お
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
民
主
政
治
も
あ
っ
た

も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

民
主
政
治
は
、
住
民
の
み
ん
な

が
、
自
分

た
ち
の
幸
福
の
た
め
に

、
自
分
た
ち
の
力
で
政
治
を
行
な

う
こ

と
な
の
で
す
。
こ
の
政
治
を

能
率
よ
く
経
済
的
に
行

な
う

た
め

に
、
代
表
者

に
ま
か
せ
る
と
し
て

も
、
政
治
の
実
権
を
握
る
者
が
住

民
一
人
一
人
で

あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
。せ
ん
。

私
た
ち
は
、
民
主
社
会
の
構
成

員
と
し
て
平

等
に
持
っ
て
い
る
政

治
に
参
加
す
る
権
利
（

こ
の
権
利

は
、
男
女
の
別
、
身
分
の
上
下
、

財
力
の
貧
富
に
か
か
お
り
な
く
す

べ
て
平
等
の
力
を
持

っ
て
い
る
）

を
選
挙
を
通
じ
て
代
表
者
に
委
ね

、
そ
の
代
表
者
に
よ
っ
て
政
治
を

行
な

っ
て
い
る
の
で
す

。

従

っ
て
、
選
挙
の
際
に
棄
権
す

る
人

は
政
治
に
参
加
し
な
い
人
で

あ
り
、
ま
た
よ
く
考
え
な
い
で
投

票
す

る
人
は
、
自
分
の
幸
福
も
社

会

の
し
あ
わ
せ
も
考
え

な
い
人
で

あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
、
民
主
国
家

日
本

○
国
民
と
し
て
本
当

に
軽
べ

つ
さ
れ
る
人
間
で
す
。

（
選
挙
啓
発
資
料
卯
よ
り
）

姙
産
婦
と

赤
ち
ゃ
ん
に
牛
乳
を
：

母
子
保
健
法

が
施
行
さ
れ
、
今

年
度
か
ら
姙

婦
、
産
婦
、
乳
幼
児

に
牛
乳
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な

り

ま
し
た
。

牛
乳
が
支
給
さ
れ
る
基
準

は
次

の

と
お
り
で
す
が
、
く

わ
し
く
は

姙
婦
届
、
出
生
届

を
す

る
際
に
住

民
課
保
健
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

記

日

生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護

世
帯

の
姙
産
婦
と
乳
幼
児

帥
当
該
年
度
の
市
町
村
民
税
非
課

税
の
世
帯
及
び
当
該
年
度
の
市

町
村
民
税
を
減
免
さ
れ
た
世
帯

の
姙
産
婦
及
び
乳
幼
児

叫
市
町
村
民
税
均
等
割
の
み
課
税

肚
帯
に
属
す
る
姙

産
婦
及

び
乳

幼
児
の
う
ち
、
保
健
既
長

か
又

は
市
町
村
長

が
依
頼
し

た
医
師

に
お
い
て
母
子
栄
養
食
品
が
必

要

と
認
め
ら
れ
た
も
の

（

国
見
町
役
場
住
民
課
）

次
回
の

史
跡
め
ぐ
り
案
内

○
目
的
地
　

梁
川
町
方
面

○
期
　

日
　

十
月
四
日
（
火
）

○
集
　

合
　

九
時
半
ま
で
に
梁

川

公
民
館
に
集

ま
る

藤
田
九
時
発

の
バ
ス
利
用

○
コ
．Ｉ
ス
　

公
民
館

、
新
公
園

城
跡
、
富
野
八
幡
神
社
そ

の
他

○
講
師
　

梁
川

公
民
館
長
　

丹

羽
秀
也
氏

○
準
備
　

昼
食
、
会
費
百
円

○
新
会
員
大
歓
迎

○

町

民

体

育

大

会

…
…

十

月

十

日

午

前

九

時

よ
ｎ
″
　・：
…
　
藤

田

小

学

校

で
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